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 23

(2011 ) 4  

1  

2  

3 26 (2014 )  

4 23 26 (2011 2014 )  

1 青森県景気動向指数の概要及び青森県景気基準日付(景気の谷)の暫定設定 

(1) 景気動向指数(CI、DI)の概要 

 

( )

(CI)

( )

(DI) CI DI

3

 

 

(2) CI、DIのそれぞれの見方 

CI ( ) ( )

CI ( ) CI

( )  

3 7 3

( ) 7

( )  

DI

0 100 50

( ) 50 ( ) DI 50

( ) 50
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( )  

 

(3) 青森県景気基準日付(景気の谷)の暫定設定 

 

(peak)

(trough)

 

 

( )  

 25 15 ( ( )

24 (2012 )4 ) ( ( ))

24 (2012 )5  

 15 ( ) 24 (2012 )11

( ) 24

(2012 )11 21 (2009 )4

24 (2012 )5 37 24 (2012 )5 24

(2012 )11 6 43 (1989 )

2  

 

(

1-1) 

青 森 県 全  国

山 谷 拡張期間 後退期間 全循環 山 谷 拡張期間 後退期間 全循環

4 S37.6 S37.12 6カ月 S36.12 S37.10 42カ月 10カ月 52カ月

5 S39.2 S40.1 14カ月 11カ月 25カ月 S39.10 S40.10 24カ月 12カ月 36カ月

S44.1 S44.9 48カ月 8カ月 56カ月

6 S46.2 S47.4 17カ月 14カ月 31カ月 S45.7 S46.12 57カ月 17カ月 74カ月

7 S48.9 S50.3 17カ月 18カ月 35カ月 S48.11 S50.3 23カ月 16カ月 39カ月

8 S51.12 S53.3 21カ月 15カ月 36カ月 S52.1 S52.10 22カ月 9カ月 31カ月

9 S55.1 S57.3 22カ月 26カ月 48カ月 S55.2 S58.2 28カ月 36カ月 64カ月

10 S60.4 S62.3 37カ月 23カ月 60カ月 S60.6 S61.11 28カ月 17カ月 45カ月

11 H3.3 H6.1 48カ月 34カ月 82カ月 H3.2 H5.10 51カ月 32カ月 83カ月

12 H9.3 H11.2 38カ月 23カ月 61カ月 H9.5 H11.1 43カ月 20カ月 63カ月

13 H12.8 H14.3 18カ月 19カ月 37カ月 H12.11 H14.1 22カ月 14カ月 36カ月

14 H19.9 H21.4 66カ月 19カ月 85カ月 H20.2 H21.3 73カ月 13カ月 86カ月

15 (H24.5) (H24.11) (37カ月) (6カ月) (43カ月) (H24.4) (H24.11) (37カ月) (7カ月) (44カ月)

※全国の値は内閣府経済社会総合研究所公表資料による。

図１－１　　青森県と全国の景気基準日付一覧表

循環
区分
(国)
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( )  

 

(3) 青森県景気基準日付(景気の谷)の暫定設定 

 

(peak)

(trough)

 

 

( )  

 25 15 ( ( )

24 (2012 )4 ) ( ( ))

24 (2012 )5  

 15 ( ) 24 (2012 )11

( ) 24

(2012 )11 21 (2009 )4

24 (2012 )5 37 24 (2012 )5 24

(2012 )11 6 43 (1989 )

2  

 

(

1-1) 

青 森 県 全  国

山 谷 拡張期間 後退期間 全循環 山 谷 拡張期間 後退期間 全循環

4 S37.6 S37.12 6カ月 S36.12 S37.10 42カ月 10カ月 52カ月

5 S39.2 S40.1 14カ月 11カ月 25カ月 S39.10 S40.10 24カ月 12カ月 36カ月

S44.1 S44.9 48カ月 8カ月 56カ月

6 S46.2 S47.4 17カ月 14カ月 31カ月 S45.7 S46.12 57カ月 17カ月 74カ月

7 S48.9 S50.3 17カ月 18カ月 35カ月 S48.11 S50.3 23カ月 16カ月 39カ月

8 S51.12 S53.3 21カ月 15カ月 36カ月 S52.1 S52.10 22カ月 9カ月 31カ月

9 S55.1 S57.3 22カ月 26カ月 48カ月 S55.2 S58.2 28カ月 36カ月 64カ月

10 S60.4 S62.3 37カ月 23カ月 60カ月 S60.6 S61.11 28カ月 17カ月 45カ月

11 H3.3 H6.1 48カ月 34カ月 82カ月 H3.2 H5.10 51カ月 32カ月 83カ月

12 H9.3 H11.2 38カ月 23カ月 61カ月 H9.5 H11.1 43カ月 20カ月 63カ月

13 H12.8 H14.3 18カ月 19カ月 37カ月 H12.11 H14.1 22カ月 14カ月 36カ月

14 H19.9 H21.4 66カ月 19カ月 85カ月 H20.2 H21.3 73カ月 13カ月 86カ月

15 (H24.5) (H24.11) (37カ月) (6カ月) (43カ月) (H24.4) (H24.11) (37カ月) (7カ月) (44カ月)

※全国の値は内閣府経済社会総合研究所公表資料による。

図１－１　　青森県と全国の景気基準日付一覧表

循環
区分
(国)
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(4) 青森県景気基準日付の設定方法 

 ( ) DI

DI

( ) ( )  

 DI 50

50

 

 NBER( )

(Bry-Boschan) ( )  

 

(※)ブライ・ボッシャン(Bry-Boschan)法 

46 (1971 ) NBER( )

5

15 12

 

 

(5) 青森県の景気の谷(暫定)における波及度、量的な変化及び期間の確認 

 ( )

 

 

○ 波及度(Diffusion) 

 ( )

 

 DI 7

( ) 24 (2012 )5 24 (2012 )6

DI 50% 42.9 11 12

DI 50  

 DI 24 (2012 )6 11 42.9

( ) 3 24 (2012 )6 11

 

24 (2012 )12 DI 50 25 (2013 )7

85.7

 

( ) 50 24 (2012 )11

 197 



( ) ( 1-2, 1-1) 

0

50

100

H6.1 H7.1 H8.1 H9.1 H10.1 H11.1 H12.1 H13.1 H14.1 H15.1 H16.1 H17.1 H18.1 H19.1 H20.1 H21.1 H22.1 H23.1 H24.1 H25.1 H26.1

図1-2 ヒストリカルＤＩの状況

景気後退期 ＨＤＩ

平成9年3月平成6年1月 平成11年2月 平成12年8月 平成14年3月

平成24年11月

（暫定）

平成19年9月 平成21年4月
平成24年5月

（暫定）

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
景気基準日付

大型小売店販売額（既存店） + + + + + + + + + + + +
旅行取扱高 - - - - + + + + + + + +

鉱工業生産指数(H22=100) + + + + + + + + + + + +
大口電力使用量 - - - - + + + + + + + +

有効求人倍率（全数） + + + + + + + + + + + +
輸入通関実績（八戸港） - - - - - + + + + + + +

東北自動車道ＩＣ利用台数 + + - - - - - - - - - -
拡張系列数 4 4 3 3 5 6 6 6 6 6 6 6
採用系列数 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

ヒストリカルＤＩ(%) 57.1 57.1 42.9 42.9 71.4 85.7 85.7 85.7 85.7 85.7 85.7 85.7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
景気基準日付 山 谷

大型小売店販売額（既存店） + + + - - - - - - - - -
旅行取扱高 + + + + - - - - - - - -

鉱工業生産指数(H22=100) + + + + + + + + + + + +
大口電力使用量 + + + + + + + + + + + +

有効求人倍率（全数） + + + + + + + + + + + +
輸入通関実績（八戸港） + + + + + - - - - - - +

東北自動車道ＩＣ利用台数 - - - - - - - - - - - -
拡張系列数 6 6 6 5 4 3 3 3 3 3 3 4
採用系列数 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

ヒストリカルＤＩ(%) 85.7 85.7 85.7 71.4 57.1 42.9 42.9 42.9 42.9 42.9 42.9 57.1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
景気基準日付

大型小売店販売額（既存店） - + + + + + + + + + + +
旅行取扱高 - - - - - - + + + + + +

鉱工業生産指数(H22=100) + + + + + + + + + + + +
大口電力使用量 + + + + + + + + + + + +

有効求人倍率（全数） + + + + + + + + + + + +
輸入通関実績（八戸港） + + + + + + + + + + + +

東北自動車道ＩＣ利用台数 - - - - - - - - - - - -
拡張系列数 4 5 5 5 5 5 6 6 6 6 6 6
採用系列数 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

ヒストリカルＤＩ(%) 57.1 71.4 71.4 71.4 71.4 71.4 85.7 85.7 85.7 85.7 85.7 85.7

平成25年（2013年）

表1-1  一致系列の個別指標の動向（ヒストリカルＤＩ）
平成23年（2011年）

平成24年（2012年）
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( ) ( 1-2, 1-1) 
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50

100

H6.1 H7.1 H8.1 H9.1 H10.1 H11.1 H12.1 H13.1 H14.1 H15.1 H16.1 H17.1 H18.1 H19.1 H20.1 H21.1 H22.1 H23.1 H24.1 H25.1 H26.1

図1-2 ヒストリカルＤＩの状況

景気後退期 ＨＤＩ

平成9年3月平成6年1月 平成11年2月 平成12年8月 平成14年3月

平成24年11月

（暫定）

平成19年9月 平成21年4月
平成24年5月

（暫定）

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
景気基準日付

大型小売店販売額（既存店） + + + + + + + + + + + +
旅行取扱高 - - - - + + + + + + + +

鉱工業生産指数(H22=100) + + + + + + + + + + + +
大口電力使用量 - - - - + + + + + + + +

有効求人倍率（全数） + + + + + + + + + + + +
輸入通関実績（八戸港） - - - - - + + + + + + +

東北自動車道ＩＣ利用台数 + + - - - - - - - - - -
拡張系列数 4 4 3 3 5 6 6 6 6 6 6 6
採用系列数 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

ヒストリカルＤＩ(%) 57.1 57.1 42.9 42.9 71.4 85.7 85.7 85.7 85.7 85.7 85.7 85.7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
景気基準日付 山 谷

大型小売店販売額（既存店） + + + - - - - - - - - -
旅行取扱高 + + + + - - - - - - - -

鉱工業生産指数(H22=100) + + + + + + + + + + + +
大口電力使用量 + + + + + + + + + + + +

有効求人倍率（全数） + + + + + + + + + + + +
輸入通関実績（八戸港） + + + + + - - - - - - +

東北自動車道ＩＣ利用台数 - - - - - - - - - - - -
拡張系列数 6 6 6 5 4 3 3 3 3 3 3 4
採用系列数 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

ヒストリカルＤＩ(%) 85.7 85.7 85.7 71.4 57.1 42.9 42.9 42.9 42.9 42.9 42.9 57.1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
景気基準日付

大型小売店販売額（既存店） - + + + + + + + + + + +
旅行取扱高 - - - - - - + + + + + +

鉱工業生産指数(H22=100) + + + + + + + + + + + +
大口電力使用量 + + + + + + + + + + + +

有効求人倍率（全数） + + + + + + + + + + + +
輸入通関実績（八戸港） + + + + + + + + + + + +

東北自動車道ＩＣ利用台数 - - - - - - - - - - - -
拡張系列数 4 5 5 5 5 5 6 6 6 6 6 6
採用系列数 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

ヒストリカルＤＩ(%) 57.1 71.4 71.4 71.4 71.4 71.4 85.7 85.7 85.7 85.7 85.7 85.7

平成25年（2013年）

表1-1  一致系列の個別指標の動向（ヒストリカルＤＩ）
平成23年（2011年）

平成24年（2012年）
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

景気基準日付

大型小売店販売額（既存店） + + + - - - - - - - -
旅行取扱高 + + + + + + + + + + +

鉱工業生産指数(H22=100) + - - - - - - - - - -
大口電力使用量 + - - - - - - - - - -

有効求人倍率（全数） + + + + + - - - - - -
輸入通関実績（八戸港） + + + + + + + + + + +

東北自動車道ＩＣ利用台数 - - - - - - - - - - -
拡張系列数 6 4 4 3 3 2 2 2 2 2 2 0

採用系列数 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7
ヒストリカルＤＩ(%) 85.7 57.1 57.1 42.9 42.9 28.6 28.6 28.6 28.6 28.6 28.6 0.0

平成26年（2014年）

表1-1（続き）  一致系列の個別指標の動向（ヒストリカルＤＩ）

 

 

○ 量的な変化(Depth) 

 CI

 

 ( ) 24 (2012 )11 DI

CI 26 (2014 )1

 

 24 (2012 )11 113.3 14 26 (2014 ) 1 127.6

12.6  

 14 14 21 (2009

)4 81.1 22 (2010 )6 99.8 23.1

14  

13 ( 14 (2002 )3 ) CI CI

16 (2004 )1 91.5 17 (2005 )3 97.5 6.6

14  

2

( 1-2 ) 

谷 CI値 14カ月後 CI値 上昇率

第15景気循環
（暫定）

平成24年11月 113.3 平成26年1月 127.6 12.6%

第14景気循環 平成21年4月 81.1 平成22年6月 99.8 23.1%

第13景気循環 平成14年3月

（谷から最も近いCI値として平

成16年1月の値を採用した。）

91.5

（平成16年1月～）

平成17年3月
97.5 6.6%

表1-2 谷及び14カ月後のCI値と上昇率

 
 

○ 景気後退・拡張の期間(Duration) 

 

( ( ) ( ) 5

( ) 15 )  
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 24 (2012 )11

24 (2012 )5 6 4 14 (19.1 )

( ) 5  

 24 (2012 )11 12 26 (2014 )1

16 DI 50% ( )

15  

 

(6) 本県の景気基準日付の検証 

○ 当時の経済動向 

( ) 24 (2012 )5

 

( ) 24 (2012 )11

 

 

○ 県内各機関等の景況調査結果 

( )

 

CI( ) 24 (2012 )4

24 (2012 )10 ( 1-3 ) 

（平成22年＝100）

図1-3　ＣＩ（一致指数）の推移
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( ) DI( ) 24

(2012 )6 24 (2012 )12

25 (2013 )6 ( 1-4-1) 

BSI( ) 24 (2012 )4 6

25 (2013 )4 6 ( 1-4-2) 

BSI( ) 24 (2012

)1 3 24 (2012 )7 9

25 (2013 )1 3 ( 1-4-3) 
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図1-4-1 日本銀行青森支店「県内企業短期経済観測調査」

業況判断ＤＩ(全産業)
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図1-4-2 青森銀行「県内企業業況調査結果」

業況ＢＳＩ(全産業)
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図1-4-3 青森財務事務所「法人企業景気予測調査」

企業の景況判断ＢＳＩ(全産業)

 

 

15 ( ) 24 (2012 )11

 

 

(7) 今後の景気基準日付(確定)に向けた検証 

 26 (2014 )5 30 ( )

24 (2012 )11 ( )

 

 ( ) ( )
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27 (2015 )
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27 (2015 )
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2 青森県景気ウォッチャー調査 

 

(1) 調査の概要 

3 (1 4 7 10 )

 

 4

(

) 100

 

 3 ( ) 3

( ) 2

 

 

○ 地区別・分野別客対数 

30 23 4 3

30 22 6 2

30 21 7 2

10 9 1 0

100 75 18 7  

○ 分野別の業種・職種 

 

○ ＤＩの算出方法 

 5 ( )

 

1 0.75 0.5 0.25 0
 

 ( ) 50 50  
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(2) 景気の現状判断ＤＩ・先行き判断ＤＩの推移 

3

23 (2011 )4 14.6 7

54.2 10

3 50

24 (2012 )10
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26 (2014 ) 4 46.0 5 50
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( 2-1) 

 

50.3 

13.0 

46.2 

14.6 

54.2 

44.0 

57.8

51.5

43.9

51.3 51.5 

17.5 

30.1 

53.6 

47.3 

60.4

54.5
52.0

43.7

0

50

H13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年

良く

なって

いる

↑

↑

変わら

ない

↓

↓

悪く

なって

いる

資料）県統計分析課「青森県景気ウォッチャー調査」 ※ シャドー部分は本県景気の後退局面

図2-1 青森県景気ウォッチャー調査 景気現状判断DI・先行き判断DIの推移
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(2) 景気の現状判断ＤＩ・先行き判断ＤＩの推移 
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資料）県統計分析課「青森県景気ウォッチャー調査」 ※ シャドー部分は本県景気の後退局面

図2-1 青森県景気ウォッチャー調査 景気現状判断DI・先行き判断DIの推移
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( 2-1) 

 

(3) 地区別景気の現状判断ＤＩの推移 
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(4) 景気の実感 

～「景気ウォッチャー」生の声 平成26年(2014年)調査の「現状判断」コメントから～ 

(◎：良、○：やや良、□：不変、△：やや悪、×：悪) 

◆平成26年(2014年)1月調査 

消費動向

◎ 宿泊が好調。 県南 観光型ホテル・旅館

○ 消費税増税前の駆け込み需要の影響。 東青 家電量販店

○ 年末年始で帰省客の流れが多少あり、各方面の売上等が良くなっている。 東青 タクシー

○ (消費税)増税前の駆け込み需要により消費が拡大しているが、4月からの落ち込みが心配である。 津軽 乗用車販売

○ 店舗の売上が少しずつ上向いていること。お歳暮の動きが良く、単価も上がったこと。 県南 卸売業

□
物価の上昇がジワジワと浸透してきており、財布のヒモがなかなか緩まない。飲食店でも低価格志向
は変わらないようだ。

東青 商店街

□ 来店客数が変わらない。もしくは前年を割り込んでいる。 県南 スーパー

△
サービス業では消費税増税を控えての駆け込み需要もなく、逆に住宅、自動車、家電等の高額商品
の購入により、他の消費を抑えているものと思われる。

東青 都市型ホテル

×
4月の消費税増税を前に、年金受給者の方が「年金額が減っているのに灯油や電気が高いので、使
える金がなくなった」と言っていた。来店客に年配の方が多いので、影響がある。

下北 一般小売店

雇用、生産動向

○ 仕事が忙しい。受注が伸びた。 県南 電気機械製造

□ 全国ニュースで報じられているような好景気の実感が何もないから。 県南 一般小売店

□ 今のところ期待が先行で、景気が良くなっている実感は少ない。 県南 紙・パルプ製造

□ 悪くなってはいないが、良くなっているという実感もない。受注額も横ばい状態。 津軽 広告・デザイン

△
住宅の場合、9月末が契約のピーク。既に消費税8％への引き上げの影響を受け、3カ月前の勢いは
なくなってきているため。

東青 住宅建設販売

△ 円安によるさらなる原材料の値上げ。 県南 スナック
 

 

◆平成26年(2014年)4月調査 

消費動向

◎
消費税の駆け込み需要であるが、２月からみられ、３月は昨年４月分をまるまるプラスされたような売上
げであった為。

津軽 一般小売店

◎ 宿泊予約が好調。 県南 観光型ホテル・旅館

○
増税前の需要で消耗品、冷凍食品等、生活に必要な商品が売上げを伸ばした他、酒、タバコ等の嗜
好品やブランド品にも需要が生じ、消費動向の変化に景気回復を感じた為。

東青 家電量販店

○ ３月までは駆け込み需要もあり売上も良かったが、４月に入ってからは前年より落ち込んでいる。 津軽 乗用車販売

○ 消費税増税を控え、広い範囲にわたって駆け込み需要が見られた。 東青 経営コンサルタント

□
３月の末は消費税増税前の駆け込み需要は一時的にありましたが、大きいスパンで見ると微々たるも
のでした。

下北 ガソリンスタンド

△
３月単月で見れば増税前の駆け込み需要でスーツなどの重衣料品の動きはよく二桁増であるが、１月
２月は昨年割れしている、政府の経済政策の実態感は一般には薄いようで先行きが不安です。

東青 衣料専門店

△
消費税増税の影響が４月初めはかなり大きく出ている。ただし、食品や書籍などはあまり大きな変化
がなく、一番影響を受けているのは衣料品。

津軽 百貨店

雇用、生産動向

○
駆け込み需要等で売上を伸ばしている企業、その為の人員確保に意欲的な企業が多く見受けられ
た。

東青 人材派遣

□
工場の設備投資に使われる製品を作っているが、安定して高水準の受注がある。人手もそこそこ集
まっている。

県南 電気機械製造

△ ４月以降駆け込み需要の反動が住宅業界においては始まっている。 津軽 住宅建設販売
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◆平成26年(2014年)7月調査 

消費動向

◎ 宿泊者増、単価増のため、消費額が増加傾向にある。 県南 観光型ホテル・旅館

○
消費税増税前の駆け込み需要から4月、5月と消費は低迷していましたが、6月中旬頃から徐々に消
費動向が回復。

東青 スーパー

○ 消費税増税直後は売上減でしたが、6月以降は回復（増額）しつつある。 津軽 観光型ホテル・旅館

□ 消費税導入（ＵＰ）以降、消費動向が上向いてこない。 津軽 都市型ホテル

□
4月に入り客足が悪く、5月と駆け込み需要の反動が出ているのかと思いましたが、6月には、いくらか
持ち直しています。

県南 衣料専門店

△ 増税による消費減退は深刻です。 東青 衣料専門店

△
消費税アップ前の2月、3月の強烈なアップ分が4～6月でなくなってさしひきマイナスになってしまった
ので。

津軽 一般小売店

△
消費税増税に伴う駆け込み需要の後遺症も落ち着いたと感じるが、景気を押し上げるほどの消費行
動は見られず上向き感は薄い。

東青 食料品製造

△ 増税による買い控えが顕著。 津軽 飲料品製造

雇用、生産動向

○ 企業全般に稼働率が上がり、雇用環境もタイトになってきている。 県南 経営コンサルタント

□ 消費税アップの影響が続いていると思います。 東青 タクシー

△ 消費税の増税後の受注数が減少している。 津軽 広告・デザイン

△
消費増税による圧迫感、原油高などによる生活用品、食品への値上がりは台所を苦しいものにしてい
る。

津軽 新聞求人広告

×
電気・ガスの値上げや、ガソリンの値上げ、食費増でお客様のサイフの紐は堅く、景気が上がっている
という実感が無い為。

県南 スーパー
 

 

◆平成26年(2014年)10月調査 

消費動向

○ 今年度上半期の有料入場者数は前年同月比で6か月連続の増。 東青 観光名所等

○ 平日、休日関係なくお客様の数は去年に比べて全然違うと思うから。県外からのお客様も多いので。 県南 観光名所等

○ 高額商品が伸びている。 県南 家電量販店

□ 売上、客数がのびていない。 津軽 パチンコ

△
日中、夜間に限らず車両（車）の動きが少なくなっています。特に燃料の価格の上昇や、夜は特に街
に人の姿が見えないです。

東青 タクシー

△ 来店客数の減少。客単価、買上点数、平均単価がダウン。 東青 スーパー

△ 来店数減、客単価減です。 下北 一般小売店

× イベントでの集客が過去2年間よりもかなり低下している。 東青 住宅建設販売

× お客様の来店数が減った。客単価も悪くなった。 県南 レストラン

雇用、生産動向

◎ いくら生産しても追いつかないような受注が入っているため。 津軽 電気機械製造

△ バス料金の大幅値上がりに依る遠距離バスの激減、異常天候。 津軽 観光名所等

△ 天候不順、天災（火山噴火）等、全国的に暗い話題が多い。 県南 一般小売店

△ 昨年度に比較して工事量が少ないです。 東青 建設

△ 円安による輸入関連の材料、石油関連商品の値上がりが響いていて消費動向が落ち込んでいる。 津軽 新聞社求人広告
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3 各種統計調査 

 

 26 (2014 )

 

  

 

(1) 住宅・土地統計調査 

 

5 25 (2013

)  

 

① 建て方別住宅数の推移 
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図3-1-1 建て方別住宅数の推移(青森県)

一戸建数 長屋建数 共同住宅数

資料) 総務省「住宅・土地統計調査」 ※「その他」を除いているため総住宅数とは一致しない

（戸）
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資料) 総務省「住宅・土地統計調査」(速報値)  

 

② 所有の関係 
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③ 総住宅数と空き家数・空き家率の推移 
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図3-1-6 空き家実数と高齢単身世帯数

(青森県及び青森市、弘前市、八戸市・平成25年度)

その他の空き家数 65～74歳

単身世帯数

75歳以上

単身世帯数

資料) 総務省「住宅・土地統計調査」
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資料) 総務省「住宅・土地統計調査」 ※人口1万5千人以上の市町とする
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(2) 漁業センサス 

 

5

25 (2013 )  

 

① 漁業経営体 

4,501 20 (2008 ) ( )

645 (12.5%) 48 (1973 )  
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(39 ) 5 3 ( 3-2-1) 
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4,000

5,000
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7,000
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H5 10 15 20 25年

図3-2-1 漁業経営体数の推移（青森県）

資料) 農林水産省 「漁業センサス」

（経営体）

 

4,371 632 (12.6 )

( ) 130

13 (9.1 ) 1

1 (6.7 ) 5 (6.8 )

8 (16.3 ) 1 (25.0%)

97.1 97.2

0.1 ( 3-2-1) 

H25 H20 H25 H20 増減数 増減率

総　経　営　体　数 4,501 5,146 100% 100% △ 645 △ 12.5

個　人　経　営　体 4,371 5,003 97.1% 97.2% △ 632 △ 12.6

団　体　経　営　体 130 143 2.9% 2.8% △ 13 △ 9.1

　　会社経営 41 49 0.9% 1.0% △ 8 △ 16.3

　　漁業協同組合 14 15 0.3% 0.3% △ 1 △ 6.7

　　漁業生産組合 5 4 0.1% 0.08% 1 25.0

　　共同経営 69 74 1.5% 1.4% △ 5 △ 6.8

　　その他 1 1 0.02% 0.02% 0 0

資料 ) 農林水産省 「漁業センサス」

区分
経営体数 構成比 対前回比

表3-2-1　経営組織別経営体数（青森県）
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② 個人経営体 
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図3-2-2 専兼業別個人経営体の推移（青森県）

専業

自営漁業が主

自営漁業が従

（経営数）

資料) 農林水産省 「漁業センサス」
 

 

( 15 1

) ( )

858 471 35.4

19.6 ( 3-2-3) 

26.6%

1,329

73.4%

3,674

図3-2-3 個人経営体の後継者の有無(青森県)

後継者がいる 後継者がいない

19.6%

858

80.4%

3,513

資料)農林水産省「漁業センサス」

H20 H25

(経営体)
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③ 漁業就業者数 

9,879 1,590 (13.9%) 48
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図3-2-4 漁業就業者の推移（青森県）

資料) 農林水産省 「漁業センサス」

※H20年時の就業者数はH15年時よりも増加しているが、内訳の「漁業雇われ者」についての把握方法

の見直しを行い、非沿岸市町村に居住する漁業雇われ者についても調査対象となったことによる。

（人）
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図3-2-5 年齢別漁業就業者の推移（青森県）
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資料)農林水産省「漁業センサス」 (人)

合計:11,469

合計: 9,879
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資料)農林水産省「漁業センサス」 (人)

合計:11,469
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④ 漁船隻数 

5,780 1,063 (15.5%) (1989
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17.5 2.0

7 6  
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531 (14.6 ) ( 3-2-6) 
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図3-2-6 漁船隻数の推移（青森県）

無動力漁船

船外機付漁船

動力漁船

資料) 農林水産省 「漁業センサス」

（隻）
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4 経済動向の年表 

 (1) 平成23年(2011年) 
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4 経済動向の年表 

 (1) 平成23年(2011年) 
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(2) 平成24年(2012年) 
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(3) 平成25年(2013年) 
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(3) 平成25年(2013年) 
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(4) 平成26年(2014年) 
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